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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置であって、
　液晶表示パネルと、
　液晶表示装置中で該液晶表示パネルと一体化された印刷回路基板と、
　印刷回路基板上に位置するトランスとを含み、該トランスは、
　　印刷回路基板上に位置して、長さの方向に沿って形成された中空を含むボビンと、
　　該ボビンの第１端側、第２端側から該中空に挿入された１組のＥ－コアとを含み、該
１組のＥ－コアは、該１組のＥ－コアの間に介されたエアギャップを中空で有し、
　該エアギャップと重なるように該印刷回路基板と該ボビンとの間に位置して、フェライ
トコアをさらに含むプレートとを含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　プレートは、ニッケル（Ｎｉ）及び亜鉛（Ｚｎ）を含むことを特徴とする請求項１に記
載の液晶表示装置。
【請求項３】
　トランスは、
　１次コイル及びボビンの外側を取り囲む２次コイルと、
　ボビンの第１端側、第２端側から各々延長されて、プレートが配置される空間を有する
第１リード基板および第２リード基板と、
　第１リード基板および第２リード基板から各々延長された第１リードピンおよび第２リ
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ードピンとを含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　１組のＥ－コアは、中空に直接的に挿入されたセンターポストを有することを特徴とす
る請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　ボビンの外側に多数のコイル隔壁をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の液晶
表示装置。
【請求項６】
　多数のコイル隔壁各々は、リング状であることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示
装置。
【請求項７】
　多数のコイル隔壁のうち、少なくとも１つは、拡張端を有して、拡張端と印刷回路基板
間の第１距離は、拡張端を除いた多数の隔壁各々と印刷回路基板間の第２距離より短いこ
とを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　プレートは、第１プレートおよび第２プレートを含み、拡張端は、第１プレートおよび
第２プレートと向かい合う第１ポジションと接触することを特徴とする請求項７に記載の
液晶表示装置。
【請求項９】
　第１プレートおよび第２プレートは、第１ポジションで、相互に近く付着されているこ
とを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　第１プレートおよび第２プレートは、はめ込み溝を有して、拡張端は、はめ込み溝に挿
入されていることを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　プレートは、多数の隔壁と同じ数の多数のはめ込み溝を有して、多数のコイル隔壁は、
多数のはめ込み溝各々に挿入されていることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置
。
【請求項１２】
　第１リード基板および第２リード基板は、プレートの両側と各々接触することを特徴と
する請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　液晶表示パネルの下部に位置するバックライトユニットと、
　液晶表示パネルとバックライトユニットの端側を支持するメインフレームと、
　液晶表示パネル前面の端側を支持するトップフレームと、
　バックライトユニットの背面を覆い、印刷回路基板を間にトランスと隣接したボトムフ
レームとをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　バックライトユニット上に装着された、少なくとも１つの蛍光ランプと、少なくとも１
つの蛍光ランプの駆動をコントロールして、印刷回路基板に装着されたバックライト駆動
回路をさらに含み、バックライト駆動回路は、トランスを含むことを特徴とする請求項１
２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、より詳しくは、漏洩磁界(leakage magnetic field)を
遮蔽する構造のトランスを含む液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、社会が本格的な情報化時代に入ることによって、各種の電気的信号情報を視覚的
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に表現するディスプレイ分野が急速度に発展しており、これに応じて、軽量化、薄形化、
低消費電力化等の優れた特性の平板表示装置ＦＰＤ(Flat Panel Display device)として
、液晶表示装置ＬＣＤ(Liquid Crystal Display device)、プラズマ表示装置ＰＤＰ(Plas
ma Display Panel device)、電界放出表示装置ＦＥＤ(Field Emission Display device)
、電気発光表示装置ＥＬＤ(Electroluminescence Display device)等が紹介され、既存の
ブラウン管ＣＲＴを代替している。
【０００３】
　このうち、液晶表示装置は、動映像表示に優れて、コントラスト比が大きい特徴を有し
、モニター、ＴＶ等の分野で、最も活発に使用されているが、これが、液晶の光学的異方
性と分極性質を利用した画像具現原理であって、液晶は、分子構造が細長く、配列に方向
性を有する光学的異方性と、電場内に置かれたときにその大きさによって分子の配列方向
が変化する分極性質を有する。
【０００４】
　従って、液晶表示装置は、並んでいる２枚の基板間に液晶層を介して合着させた液晶パ
ネルに必需的な構成要素として、液晶パネルの内部の電場を制御して液晶分子の配列方向
を任意的に調節し、光の透過率を変化させる。
　この時、バックライトユニットは、光を発する光源の位置によって側光型(side light)
と直下型(direct light)とに区分されるが、側光型は、液晶パネルの背面に別途の導光板
ＬＧＰを介して、これの少なくとも一側面から入射された光を液晶パネルに向かって屈折
進入させて、直下型は、液晶パネルの背面に直接光源を配置して、液晶パネルの全面に光
を供給する。
【０００５】
  以下、図１は、従来の液晶表示装置モジュールの概略的な断面図であって、直下型の液
晶表示装置モジュールを例えて示している。直下型の液晶表示装置モジュールは、相対的
に高輝度の具現が可能であって、大型のＴＶまたはモニター等に幅広く利用されている。
一般的に、液晶パネル１０とバックライトユニット２０は、通常、衝撃からの保護と光損
失を最小化するために、一体にモジュール化され液晶表示装置モジュールを構成する。す
なわち、液晶表示装置モジュールは、相互に対向されるように位置する２枚の基板と、両
基板間に介された液晶層で構成される液晶パネル１０と、液晶パネル１０の下部に位置す
るバックライトユニット２０と、バックライトユニット２０の端側を支持するメインフレ
ーム４０と、バックライトユニット２０の背面を覆うボトムフレーム５０と、液晶パネル
１０の前面の端側を支持するトップフレーム６０とを含み、ボトムフレーム５０とトップ
フレーム６０は、メインフレーム４０を媒介に結合する。
【０００６】
　具体的に、バックライドアセンブリ２０は、ボトムフレーム５０の内面を覆う反射シー
ト(reflect sheet)  ２２と、これの全面に並んで配列された複数個の蛍光ランプ２４と
、この蛍光ランプ２４と液晶パネル１０間に介される複数個の光学シート２８を含み、複
数個の蛍光ランプ２４から発した光は、光学シート２８を通過する間、均一輝度で加工さ
れ液晶パネル１０に供給される。
【０００７】
　また、一般的な液晶表示装置モジュールには、蛍光ランプ２４の駆動のためのバックラ
イト駆動回路が印刷回路基板ＰＣＢ７０上に搭載された状態で蛍光ランプ２４に連結され
るが、ここには、蛍光ランプ２４の点灯を制御する核心的な要素としてインバータ(inver
ter)を備えて、インバータには、交流入力電圧を一定の大きさに増幅出力する１つ以上の
トランス(transformer)７２を備えている。
　さらに、このようなバックライト駆動回路が搭載された印刷回路基板７０は、ボトムフ
レーム５０の背面に曲げて密着される。
【０００８】
　一方、最近の液晶表示装置の大面積化によって、製造費用の節減のために、複数個の蛍
光ランプ２４を並列に連結させる方法が利用されており、これは、インバータの数量が減
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少する長所がある。ところが、この場合、トランス７２の容量増加を伴うが、実際、３２
インチ級の液晶表示装置に使用されるトランス７２の容量は、既存の１０ワットを上回る
６５ワットに達する。
【０００９】
　このように、トランス７２の容量が大きくなると、これから漏洩される磁界の大きさも
増加して多様な問題を引き起こす。具体的に、印刷回路基板７０を間に近接配置されるボ
トムフレーム５０に渦電流(eddy current)による高温発熱現象が誘発され、これによって
、トランス７２の効率が低下され消費電極が増加される。
【００１０】
　特に、このようなトランス７２とボトムフレーム５０の近接配置によって発生される漏
洩磁界は、製造費用の減少のために、ボトムフレーム５０をＥＧＩ等の綱材質で製造する
ことによってさらに深化している。
【００１１】
　ところが、現在は、トランス７２の漏洩磁界を効果的に遮蔽する方法が提示されてない
が、これとは別にトランス７２の容量は、ますます増加されるために、効果的な対応方案
が切実に要求される状況である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、前述した問題を解決するために、トランスとボトムフレームの近接配置によ
る漏洩磁界の影響を効果的に低減させる構造の液晶表示装置モジュールを提供することを
目的とする。
　このような構造によって、ボトムフレームの高温上昇とトランスの不必要な消費電力の
消耗を防いで、特に、トランスの容量を増加させても、これに伴う多様な問題を解消する
さらに改善された液晶表示装置モジュールを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、上記のような目的を達成するために、液晶表示パネルと、液晶表示パネルに
連結された印刷回路基板と、印刷回路基板上に位置するトランスと、印刷回路基板とトラ
ンス間に位置して、フェライトコア(ferrite core)とをさらに含むプレートとを含む液晶
表示装置を提供する。
　プレートは、ニッケル（Ｎｉ）及び亜鉛（Ｚｎ）を含む。
【００１４】
　トランスは、印刷回路基板上に位置して、長さの方向に沿って形成された中空(hollown
ess)を含むボビン(bobbin)と、１次コイル及びボビンの外側を取り囲む２次コイルと、ボ
ビンの第１端側、第２端側から各々延長されて、プレートが配置される空間を有する第１
リード基板、第２リード基板と、第１リード基板、第２リード基板から各々延長された第
１リードピン、第２リードピンと、第１端側、第２端側から中空に挿入された１組のＥ-
コアとを含む。
【００１５】
　１組のＥ-コアは、これらの間に介されたエアギャップを中空で有して、プレートは、
エアギャップと重なるように、ボビンと印刷回路基板間に配置される。
【００１６】
　また、１組のＥ-コアは、中空に直接的に挿入されたセンターポスト(center post)を有
して、ボビンの外側に多数のコイル隔壁をさらに含み、多数のコイル隔壁各々は、リング
状である。
【００１７】
　多数のコイル隔壁のうち、少なくとも１つは、拡張端を有して、拡張端と印刷回路基板
間の第１距離は、拡張端を除いた多数の隔壁各々と印刷回路基板間の第２距離より短い。
【００１８】
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　プレートは、第１プレート、第２プレートを含み、拡張端は、第１プレート、第２プレ
ートと向かい合う第１ポジションと接触する。
　第１プレート、第２プレートは、第１ポジションで、相互に近く付着され、また、はめ
込み溝を有して、拡張端は、はめ込み溝に挿入されている。
　プレートは、多数の隔壁と同じ数の多数のはめ込み溝を有して、多数のコイル隔壁は、
多数のはめ込み溝各々に挿入されている。　第１リード基板、第２リード基板は、プレー
トの両側と各々接触する。
【００１９】
　液晶表示パネルの下部に位置するバックライトユニットと、液晶表示パネルとバックラ
イトユニットの端側を支持するメインフレームと、液晶表示パネル前面の端側(front edg
e)を支持するトップフレームと、バックライトユニットの背面を覆い、印刷回路基板を間
にトランスと隣接したボトムフレームとをさらに含む。
【００２０】
　バックライトユニット上に装着された、少なくとも１つの蛍光ランプと、少なくとも１
つの蛍光ランプの駆動をコントロールして、印刷回路基板に装着されたバックライト駆動
回路をさらに含み、バックライト駆動回路は、トランスを含む。
【００２１】
　以下、図を参照して、本発明をより詳しく説明する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明による液晶表示装置モジュールは、ボトムフレームと近接配置されるトランスの
漏洩磁界が效果的に遮蔽できて、ボトムフレームの高温上昇とトランスの不必要な消費全
力消耗を防ぐ。
【００２３】
　従って、本発明は、トランスの容量が増加されても、これに伴う多様な問題を未然に防
いで、特に、漏洩磁界遮蔽のためのフェライトコアを含むプレートには、ニッケル、亜鉛
等が含まれ、熱的耐久性と高抵抗の安定的な動作遂行が可能である。
【００２４】
　さらに、本発明は、簡単で容易でありながら、效果的なフェライトコアを含むプレート
の装着構造を提供するため、作業性を高めると同時に堅固である。
【実施例】
【００２５】
　図２は、本発明の一実施例による液晶表示装置モジュールの分解斜視図である。
　図２に示したように、液晶パネル１１０と、液晶パネル１１０の下部に位置するバック
ライトユニット１２０を含む。
【００２６】
　また、液晶パネル１１０とバックライトユニット１２０のモジュール化のために、この
端側を支持するメインフレーム１５０が位置する。例えば、メインフレームは、スチール
または合成樹脂モールドのいずれかの１つが選択される。
【００２７】
　さらに、全体的な形態維持と光損失を最小化するためのボトムフレーム１６０がバック
ライトユニット１２０の背面を覆いながら、メインフレーム１５０に結合され、液晶パネ
ル１１０の前面の端側を支持して、メインフレーム１５０を媒介にボトムフレーム１６０
と結合されるトップフレーム１７０を含み、液晶パネル１１０とバックライトユニット１
２０は、一体にモジュール化されている。
【００２８】
　具体的に、液晶パネル１１０は、画像表示のための構成要素として、相互に対向される
第１基板１１２および第２基板１１４と、両基板間に介された液晶層を含む。
【００２９】
　この時、液晶パネル１１０が能動行列方式という前提下に、図面には示してないが、第
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１基板１１２は、アレイ基板に利用される下部基板として、第１基板１１２の内面には、
多数のゲート配線と、ゲート配線と交差されて画素領域を定義する多数のデータ配線と、
ゲート配線及びデータ配線各々の交差点ごとに、ゲート配線及びデータ配線に連結される
薄膜トランジスタＴＦＴと、画素領域に位置して、画素領域別に薄膜トランジスタに連結
される画素電極を含む。
【００３０】
　第２基板１１４は、カラーフィルタ基板に利用される上部基板として、第２基板には、
各画素領域別に順に形成された赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのカラーフィルタと、カラーフィ
ルタ間の境界部及びゲート配線とデータ配線、薄膜トランジスタ等の非画素領域と対応す
るように位置するブラックマトリックスと、カラーフィルタ及びブラックマトリックスを
覆う領域に位置する共通電極を含む。
【００３１】
　また、液晶パネル１１０の少なくとも一端側には、軟性回路基板やＴＣＰ(Tape Carrie
r Package)１１６等を媒介に液晶パネル駆動回路が連結され、モジュール化の過程でメイ
ンフレーム１５０の側面ないしボトムフレーム１６０の背面に適切に曲げて密着されて、
このような液晶パネル駆動回路は、ゲート配線に薄膜トランジスタのオン/オフ走査信号
をスキャン伝送するゲート駆動回路と、データ配線にフレーム別に画像信号を伝送するデ
ータ駆動回路で構成されて、液晶パネル１１０の相互に隣接する２つの端側に配列される
ことができる。
【００３２】
　従って、前述した構造の液晶パネル１１０は、ゲート駆動回路の走査信号によって各ゲ
ート配線別に選択された薄膜トランジスタがオンになると、データ駆動回路の画像信号が
データ配線を通じて該当の画素電極に伝送されて、これによる画素電極と共通電極間の垂
直電場によって液晶分子の配列方向が変化され透過率の差を有する。
【００３３】
　このような透過率の差が外部に投影されるように、液晶パネル１１０の背面には、バッ
クライトユニット１２０が配置されて光を供給し、このためのバックライトユニット１２
０は、ボトムフレーム１６０の内面を覆う銀色または白色の反射シート１２２と、この上
部の全体面に沿って配列される複数個の並んでいる蛍光ランプ１２４と、この蛍光ランプ
１２４と液晶パネル１１０間に介される複数枚の光学シート１２８を含む。この時、複数
個の蛍光ランプ１２４を固定させるために、これらの両端側を横切る１組の補助ボトムフ
レーム１３０がボトムフレーム１６０の相互に対向する両端側に固定されて、この場合、
ボトムフレーム１６０の他の２つの端側は、補助ボトムフレーム１３０と同一な高さで液
晶パネル方に延長され、その内部にバックライトユニット１２０が安着される空間を提供
する。
【００３４】
　従って、蛍光ランプ１２４から出射された光は、反射シート１２２によって反射された
光と共に、液晶パネル１１０に向って出射される過程の際に、光学シート１２８を通過し
ながらより均一に加工される。
【００３５】
　また、本発明による液晶表示装置モジュールには、蛍光ランプ１２４の駆動を制御する
ためのバックライト駆動回路が別途の印刷回路基板１８０上に搭載された状態で提供され
て、蛍光ランプ１２４とケーブル１８２等で連結されるが、これは、ボトムフレーム１６
０の背面に曲げて密着されることによって、実装空間を最小化して、ここには、少なくと
も１つのトランス２００が装着されている。
　その結果、トランス２００は、印刷回路基板１８０を間に、ボトムフレーム１６０と近
接配置される。
【００３６】
　この時、本発明による液晶表示装置モジュールは、特に、トランス２００の漏洩磁界を
效果的に遮蔽して固有の漏洩磁界を遮蔽する構造を有することを特徴とする。
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【００３７】
　図３Ａは、本発明の一実施例による液晶表示装置モジュール用トランスの分解斜視図で
あって、図３Ｂは、図３ＡのＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って切断された断面を示した断面図で
あり、説明の便宜上、液晶表示装置モジュールのボトムフレームの一部を同時に示してい
る。
【００３８】
　図３Ａと図３Ｂに示したように、本発明によるトランス２００は、１ 次コイルと２次
コイルが巻取れるボビン２１０及びこれの両端に挟まれる１組のＥ－コア２３０を含み、
このうち、ボビン２１０は、内部の長さの方向による中空２１２を提供すると同時に、両
一端から各々入力側の第１リードピン２１４と出力側の第２リードピン２１６が多数引出
されている。
【００３９】
　この時、望ましくは、ボビン２１０の大略的な中間地点には、１次コイルと２次コイル
を区分するための環状の隔壁２１８が取り囲まれて、このうち、２次コイルが巻取る部分
には、一定間隔に離隔された環状のコイル隔壁２２０が相互に並んで取り囲まれている。
また、このようなボビン２１０の両一端には、隔壁２１８を含めたコイル隔壁２２０より
低い高さを有して、実質的に、印刷回路基板１８０上に安着される第１リード基板２２２
及び第２リード基板２２４が一体に備えられて、第１リードピン２１４及び第２リードピ
ン２１６は、第１リード基板２２２及び第２リード基板２２４から各々引出された形態で
ある。
【００４０】
　その結果、ボビン２１０の第１リード基板２２２及び第２リード基板２２４が印刷回路
基板１８０上に安着され第１リードピン２1４及び第２リードピン２１６がはんだづけ等
の方法によって接続された場合に、ボビン２１０を含めた隔壁２１８及びコイル隔壁２１
０は、印刷回路基板１８０から一定間隔を置いて固定される。
【００４１】
　このようなボビン２１０の両一端に挟まれる１組のＥ－コア２３０は、各々ボビン２１
０の中空２１２に挿入されるセンターポスト２３２及びこれを間に、相互に並んだ方向に
延長された第１サイドポスト２３４及び第２サイドポスト２３６を含み、各々のセンター
ポスト２３２がボビン２１０の中空２１２の両一端から相互に向かい合う方向に挟まれる
場合、これらの間には、一定程度のエアギャップＡが定義される、所謂、ＥＥ型のトラン
スの構成を有する。
【００４２】
　また、本発明では、特に、トランス２００と印刷回路基板１８０間に、フェライトコア
を含むプレート２４０が介されトランス２００の漏洩磁界を遮蔽することを特徴とするた
めに、このためのプレート２４０は、特に、トランス２００の中でもボビン２１０と印刷
回路基板１８０間に介されエアギャップＡを広くカバーする形態を有して、外部の衝撃に
もかかわらず該当の位置を離脱しないように、特有の固定構造を有する。
【００４３】
　一方、フェライト(ferrite)は、一般式ＭＯ.ＦｅＯで表示される磁性材料の総称であっ
て、ここで、Ｍは、通常２価金属であるマグネシウム（Ｍｇ）、ニッケル、亜鉛を含む。
また、これを利用したフェライトコアは、酸化物や炭酸塩の混合物を高温焼成して粉砕し
、プレスで圧縮成形した後、高温焼結によって製造され、本発明で、プレート２４０は、
これを薄い板で加工した。
【００４４】
　この時、特に、本発明に適用されるプレート２４０は、望ましくは、ニッケル、亜鉛を
含む透磁率(magnetic permeability)が２０ないし８００程度に属しており、このような
ニッケル、亜鉛のフェライトコアは、固有抵抗(essential resistacne)が大きくて温度変
化に対する安全性が良い特徴を有する。すなわち、本発明では、前述した特性を有するプ
レート２４０をトランス２００と印刷回路基板１８０間に介させてトランス２００から発
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生する漏洩磁界を效果的に遮蔽する。
【００４５】
　また、このようなプレート２４０を固定させるための１つの方法として、ボビン２１０
のコイル隔壁２１０のうち、大略的な中間地点に位置した任意の１つに、印刷回路基板１
８０との最短距離が異なるコイル隔壁２１０に比べて相対的に小さくなるように拡張端２
２１を付与して、プレート２４０を各々拡張端２２１と第１リード基板２２２間に介され
る第１プレート２４２と、拡張端２２１と第２リード基板２２４間に介される第２プレー
ト２４４とに分割して、各々該当の位置に挟み込む方法を採択している。
【００４６】
　この場合、第１リード基板２２２及び第２リード基板２２４は、ボビン２１０から相対
的に低い位置を占めるように、段差された形態であり、従って、第１リード基板２２２及
び第２リード基板２２４の相互に向かい合う方向には、段差面が提供される。また、ボビ
ン２１０の大略的な中間地点に位置したコイル隔壁２２０に付加された拡張端２２１は、
第１リード基板２２２及び第２リード基板２２４の段差面間に位置される形態を有するた
めに、第１プレート２４２を拡張端２２１の一側と第１リード基板２２２の段差面間に填
めて、第２プレート２４４を拡張端２２１の他側と第２リード基板２２４の段差面間にス
ライディング方式によって押し入れて固定する。
【００４７】
　この時、第１プレート２２４、第２プレート２４４は、はめ込み溝ＣＰを有するが、拡
張端２２１は、はめ込み溝ＣＰに挿入されるように位置することを特徴とする。 特に、
はめ込み溝ＣＰは、第１プレート２２４の第１はめ込み溝２４３と、第２プレート２４４
の第２はめ込み溝２４５を含む。
【００４８】
　すなわち、拡張端２２１に密着される第１プレート２４２及び第２プレート２４４の側
面の上端の一部に各々拡張端２２１が収容されるように、段差された第１はめ込み溝２４
３、第２はめ込み溝２４５を形成すると、より安定的に固定される。
【００４９】
　図４Ａは、本発明の一実施例による液晶表示装置モジュール用トランスの分解斜視図で
あって、図４Ｂは、図４ＡのＩＶ－ＩＶ線に沿って切断した断面を示した断面図であり、
図３Ａ及び図３Ｂと重複される説明は省略する。
【００５０】
　図４Ａと図４Ｂに示したように、本実施例では、フェライトコアを含むプレート３４０
を分割しないで、一体型のパターン構造でボビン３１０と印刷回路基板３８０間に介させ
る他の方法に関する。  
【００５１】
　その結果、図４Ａと図４Ｂに示したフェライトコアプレート３４０の固定方法は、コイ
ル隔壁３２０に別途の拡張端(図３Ａと図３Ｂの２２１参照)が付加されなく、プレート３
４０も分割されない一体型の構造を有しており、このような構造によると、プレート２４
０の厚さを適切に調節した後、ボビン２１０と向かい合う上面に、隔壁２１８を含めたコ
イル隔壁３２０が収容される同じ数のはめ込み溝３４６が形成される。
【００５２】
　従って、この場合、プレート２４０のはめ込み溝３４６とボビン３１０の隔壁２１８を
含めたコイル隔壁３２０が填められるように調節した後、スライディング方式によって押
し入れ、簡単に固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】従来による液晶表示装置モジュールの概略的な断面図である。
【図２】本発明の一実施例による液晶表示装置モジュールの分解斜視図である。
【図３Ａ】本発明の一実施例による液晶表示装置モジュール用トランスの分解斜視図であ
る。
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【図３Ｂ】図３ＡのＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って切断された断面を示した断面図である。
【図４Ａ】本発明の一実施例による液晶表示装置モジュール用トランスの分解斜視図であ
る。
【図４Ｂ】図４ＡのＩＶ－ＩＶ線に沿って切断した断面を示した断面図である。
【符号の説明】
【００５４】
１８０：印刷回路基板　　　　　　　
２００：トランス
２１０：ボビン　　　　　　　　　　
２１２：中空
２１４：第１リードピン　　　　　　
２１６：第２リードピン
２１８：環状の隔壁　　　　　　　　
２２０：コイル隔壁
２２１：拡張端　　　　　　　　　　
２２２：第１リード基板
２２４：第２リード基板　　　　　　
２３０：Ｅ－コア
２３２：センターポスト　　　　　　
２３４：第１サイドポスト
２３６：第２サイドポスト　　　　　
２４０：プレート
２４２：第１プレート　　　　　　　
２４４：第２プレート
２４３：第１はめ込み溝　　　　　　
２４５：第２はめ込み溝
ＣＰ：はめ込み溝　　　　　　　　　
Ａ：エアギャップ
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